
有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ

い
て

中

村

清

有

価

証

券

貸

借

有
価
証
券
は
、
売
買
契
約
そ
の
他
の
場
合
に
お
け
る
担
保
品
・
保
謹
金
・
供
託
金
・
証
拠
金
・
信
認
金
等
の
代
用
と
し
て
利
用
さ
れ
貸

ハ註〉

借
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
際
に
有
価
証
券
を
『
民
法
第
五
百
八
十
七
条
』
の
規
定
す
る
〈
消
費
貸
借

V
に
よ
っ
て
、
他
人
に
貸
出
し
叉
は

借
入
れ
た
と
き
は
、
そ
の
所
有
権
は
借
主
側
に
移
転
し
、
借
主
は
こ
れ
を
自
由
に
処
分
し
う
る
権
利
を
有
し
、
こ
の
場
合
は
保
護
預
け
、

必
ず
し
も
借
入
れ
た
有
価
証
券
と
同
一
物
を
返
還
す
る
義
務
は
な
く
、
同
一
銘
柄
・
同
一

叉
は
預
り
や
担
保
に
入
れ
た
場
合
と
異
な
り
、

額
面
の
有
価
証
券
で
あ
れ
ば
、
他
の
も
の
を
買
入
れ
て
返
還
し
て
も
差
支
え
な
い
。

〈註〉

民
法
第
五
百
八
十
七
条

消
費
貸
借
ハ
当
事
者
ノ
一
方
カ
種
類
・
口
問
等
及
ヒ
数
量
ノ
同
V
キ
物
ヲ
以
テ
返
還
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
約

ν
テ
相
手
方
ヨ

F
金
銭
其
他
ノ
物
ヲ
受
取
ル
ニ
因

F
テ
其
数
カ
ヲ
生
ス

こ
こ
に
い
う
有
価
誕
券
と
は
、
広
義
の
解
釈
に
よ
る
有
価
証
券
で
は
な
く
、
狭
義
の
解
釈
の
場
合
で
、
益
債
(
特
に
国
債
、
地
方
債
)
、

社
債
及
び
株
式
に
限
ら
れ
、
さ
ら
に
実
際
に
貸
借
取
引
の
対
照
と
な
る
も
の
は
、
大
部
分
こ
の
う
ち
園
債
及
び
社
債
で
あ
る
。
そ
こ
で
.

こ
の
有
価
証
券
の
八
消
費
貸
借

V
に
つ
い
て
の
会
計
処
理
法
は
、
通
常
の
場
合
に
お
け
る
『
金
銭
の
貸
借
』
と
な
ん
ら
呉
な
る
と
こ
ろ
が

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
二
二

な
い
か
ら
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
整
理
す
べ
き
で
あ
る
。

←) 

謀
券
を
八
消
費
貸
借

V
に
よ
っ
て
貸
付
け
た
場
合

既
述
し
た
よ
う
に
.
有
価
証
券
を
八
消
費
貸
借

V
に
よ
っ
て
他
人
に
貸
付
け
た
と
き
は
、

た
と
え
貸
付
け
た
も
の
で
も
そ
の
所
有
権
は

借
主
側
に
移
り
、
資
産
と
し
て
の
有
価
証
券
の
一
減
少
を
き
た
す
と
共
に
、
他
面
一
定
期
日
に
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
同
一
銘
柄
の
有
価
証

券
を
返
還
せ
し
め
る
べ
き
請
求
権
(
物
件
債
権
)
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

『
所
有
・
有
価
証
券
』
叉
は
円
有
価
証
券
』
な
あ
科
目

(
貸
方
記
入
)
よ
り
、

『
貸
付
有
価
証
券
』
な
る
科
目
(
借
方
記
入
)

に
振
替
え
、
返
還
を
受
け
た
際
は
、
こ
れ
が
反
対
仕
訳
を
行
う
べ
く

従
っ
て
『
貸
付
有
価
証
券
勘
定
』
の
残
高
は
、
常
に
借
方
に
生
じ
、
貸
付
有
価
証
券
の
現
在
額
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
仕
訳
形
式
で
示
せ

ft 

(
借
方
)

貸
付
有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)

〔
所
有
U

有
価
証
券

×
×
×
 

な
お
、

こ
の
際
に
お
け
る
貸
付
有
価
証
券
の
値
段
(
記
帳
価
額
)
は
時
価
(
市
価
)
に
よ
ら
ず
帳
簿
原
価
(
通
常
は
、
有
側
一
社
券
売
買
帳
の
平

均
価
額
〉
を
以
っ
て
す
べ
く
、
当
該
有
価
証
券
の
返
還
を
受
け
た
場
合
も
同
一
価
額
を
以
っ
て
振
替
記
帳
す
る
。

仁キ

証
券
を
八
消
費
貸
借

V
に
よ
っ
て
借
入
れ
た
場
合

前
述
せ
る
よ
う
に
パ
有
価
証
券
を
〈
消
費
貸
借
〉
に
よ
っ
て
他
人
よ
り
借
入
れ
た
場
合
は
、
例
え
借
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
の

所
有
権
は
借
主
側
に
移
り
、
資
産
と
し
て
の
有
価
証
券
の
増
加
を
き
た
す
と
共
に
も
他
面
一
定
期
円
に
は
、

こ
れ
に
相
当
す
る
同
一
銘
柄

の
有
価
証
券
を
返
還
す
べ
き
義
務
(
物
件
賓
務
)
を
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
次
の
仕
一
択
に
示
す
よ
う
に
、

こ
れ
を
『
所
有
有
価
証
券
』
、

又
は
『
有
価
在
券
』

の
勘
定
に
借
方
記
入
す
る
と
同
時
に
、

『
借
入
有
価
証
券
』

な
る
負
債
勘
定
を
設
け
て
貸
方
記
入
す
る
。

従
っ
て



『
借
入
有
価
証
券
勘
定
』
の
残
高
は
、
常
に
貸
方
に
生
じ
、
借
入
有
価
荏
券
の
現
在
額
を
一
示
す
こ
と
に
な
る
。

(
借
方
)

〔
所
有
〕

-
有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)

借
入
有
価
証
券

×
×
×
 

ま
ず
、
こ
の
際
に
お
け
る
借
入
有
価
証
券
の
値
段

(
記
帳
価
額
〉

は
、
帳
簿
価
額
と
い
う
も
の
が
な
い
か
ら
、
借
入
時
に
お
け
る
市
価

を
以
っ
て
す
る
。
た
だ
し
〈
消
費
貸
借
〉
の
場
合
は
、
次
に
述
べ
る
〈
賃
貸
借

V
の
場
合
と
異
な
り
、

当
該
借
入
占
有
価
証
券
は
、

応
他

の
所
有
有
価
証
券
と
同
一
に
整
理
さ
れ
る
わ
け
で
、
従
っ
て
返
還
の
際
に
は
、
所
有
有
間
話
券
の
一
平
均
原
価
に
よ
る
ベ
〈
、
そ
の
差
額
に

つ
い
て
は
有
価
-
証
券
評
価
損
益
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
八
消
費
貸
借
〉
の
場
合
に
せ
よ
、
或
は
後
述
す
る
〈
賃
貸
借
〉
の
場
合
に
せ
よ
、
有
価
誼
券
の
貸
付
料
、

叉
は
借
入
料
(
或
は

品
貸
料
、

又
は
口
山
借
料
〉
は
、

そ
の
他
貸
借
利
用
品
淑
果
の
一
差
用
品
一
等
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一

へ
註
)

一
般
に
は
額
面
価
額
と
貸
借
期
間
に
対
し
日
歩
計
算
に
よ
り
、
返
還
の
際
に
支
払
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
損
益

一
般
の
金
利
と
同
じ
よ
う
に
、

金
融
の
繁
関
、

様
で
は
な
い
が
、

計
算
書
の
表
示
科
目
は
と
も
か
く
も
、
整
理
勘
定
科
目
と
し
て
は
、
利
義
勘
定
と
し
て
『
有
価
詩
券
貸
付
料
』
、

損
費
勘
定
と
し
て
『
有

価
証
券
借
入
料
』
、

h
X
土、

-z
，
L司

」
れ
に
類
す
る
特
別
の
損
益
勘
定
を
設
け
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。

(
註
)

銀
行
で
は

「
貸
付
の
条
件
」
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
お
る
よ
う
で
お
る
。

「
貸
付
の
条
件
」

ハ
a
〉
取
引
に
当
っ
て
、
特
別
の
約
定
書
を
徴
す
る
。

貸
付
期
間
は
、
取
引
の
実
情
に
よ
っ
て
相
違
す
る
が
、
通
常
三
ク
月
か
ら
六
ヶ
月
で
あ
る
。

貸
付
料
は
、
透
州
市
後
取
り
明
、
、
利
率
は
取
引
先
の
信
用
程
度
、
証
券
の
使
途
、
担
保
等
に
よ
っ
て
一
定
し
な
い
が
、

認
な
い
し
五
度
程
度
で
あ
る
。

〈

b
)

ハ
C
)

現
状
で
は
日
歩
三

有
側
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
二
四

(
坂
部

悟
著
「
銀
行
実
務
講
座
第
四
巻
〈
貸
付
〉
」
一
一
一
九
頁
〉

有

価

証

券

の

賃

貸

借

前
段
に
有
価
証
券
の
ハ
消
費
貸
借
〉
に
つ
い
て
の
会
計
処
理
法
を
述
べ
た
が
、

し
か
し
有
価
証
券
の
〈
消
費
貸
借
〉
は
、
償
還
等
の
際

に
お
い
て
当
事
者
間
に
種
々
不
公
平
な
結
果
を
与
え
る
こ
と
が
あ
る
の
巧
(
消
費
貸
借
契
約
に
よ
る
場
合
ば
、

し
ば
し
ば
貸
主
に
不
利
な

結
果
を
与
え
る
場
合
が
生
ず
る
の
で
)
、

(
註
一
)

は
、
『
民
法
第
六
百
一
条
』
に
規
定
す
る
〈
賃
貸
借

V
、

関
係
会
社
と
の
聞
の
貸
借
等
を
除
き
、

一
般
に
は
八
消
費
貸
借
〉
は
徐
り
行
わ
れ
ず
、

ハ
引
比
二
)

又
は
『
民
法
第
五
百
九
十
三
条
』
に
規
定
す
る
ハ
使
用
貸
借
〉
が
多
く
行
わ
れ
て
普
通

い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
註
一
)
民
法
第
六
百
一
条

賃
貸
借
ハ
当
事
者
ノ
一
方
カ
相
手
方
ニ
或
物
ノ
使
用
及
ヒ
収
益
ヲ
為
ナ
V
ム
ル
ヨ
ト
ヲ
約
ジ
相
手
方
カ
之
ニ
芙
賃
金
ヲ
払
ブ
ヨ
ト
ヲ
約
ス
ル
ユ
因

P
テ

其
数
カ
ヲ
生
ス

(
註
二
)
民
法
第
五
百
九
十
三
条

使
用
貸
借
ハ
当
事
者
ノ
一
方
カ
無
償
ニ
テ
使
用
及
ヒ
収
益
ヲ
為

ν
タ
ル
後
返
還
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
約
V

テ
相
手
方
ヨ
リ
或
物
ヲ
受
夜
ル
ニ
因

1
7其
放
方

ヲ
生
ス

八
賃
貸
借
〉
又
は
〈
使
用
貸
出
川
〉
は
、
貸
出
し
た
も
の
と
同
一
物
の
返
還
を
受
け
る
契
約
に
よ
っ
て
貸
借
さ
れ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
貸

借
の
際
、
貸
、
王
に
昔
一
E

入
れ
る
借
用
証
に
、
証
券
の
一
種
類
(
銘
柄
)
、

記
号
、
番
号
、
額
面
、
数
量
等
を
記
載
し
返
還
の
際
は
、

必
ら
ず
借

入
れ
た
有
価
誼
券
そ
の
も
の
を
返
還
す
べ
き
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
、
単
に
占
有
黙
の
移
転
に
止
ま
り
、
所
有
権
に
は
何
等
の
移
動
が

な
い
か
ら
、
誼
問
、
通
は
会
計
上
の
い
わ
ゆ
る
取
引
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
仕
訳
能
力
を
有
し
な
い
。
従
っ
て
こ
の
場
合
は
、
単
に
そ
の
貸



借
事
実
を
補
助
簿
等
に
記
録
す
る
に
止
め
、
返
済
時
に
消
去
記
録
を
行
う
だ
け
で
差
支
え
な
く
、

叉
そ
の
方
が
実
務
上
簡
便
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
も
こ
の
種
の
取
引
が
相
当
多
額
に
発
生
す
る
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
そ
の
事
実
を
主
要
簿
記
録
の
対
象
と
な
し

こ
れ
を
貸
借
対
照
表
に
明
示
す
ベ
く
、

そ
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
『
対
照
勘
定
』
を
用
い
て
勘
定
的
に
仕
訳
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

(

イ

)

証
券
を
賃
貸
借
に
よ
っ
て
貸
付
け
た
場
合

(
借
方
)

貸
付
有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)

仮
渡
有
価
証
券

×
×
×
 

(

ロ

)

証
券
を
賃
貸
借
に
よ
っ
て
借
入
れ
た
場
合

(
借
方
)

仮
受
有
価
証
券

×
×
×
 

ハ
貸
方
)

借
入
有
価
証
券

×
×
×
 

」
こ
に
示
し
た
『
対
照
勘
定
』
の
勘
定
科
目
名
は
、

『
電
気
事
業
会
計
規
程
』

(
昭
和
七
年
十
一
月
)
に
規
定
す
る
科
目
名
を
採
用
し
た

も
の
で
、
勘
定
科
目
名
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
っ
と
適
当
な
名
称
が
あ
れ
ば
御
教
一
万
を
お
願
い
し
た
い
。

わ
が
国
の
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
会
計
等
の
従
来
及
び
現
在
の
慣
行
に
お
い
て
は
、
〈
賃
貸
借

V
叉
は
〈
使
用
貸
借
〉
契
約
に
よ
る

場
合
も
、

こ
れ
を
〈
消
費
貸
借
〉
な
み
に
取
扱
い
、
前
段
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
一
処
理
法
を
行
っ
て
い
る
も
の
多
く
、

し
か
し
て
そ
の

理
由
と
し
て
は
、

〈
賃
貸
借
契
約
〉
又
は
〈
使
用
貸
借
契
約
〉
に
お
い
て
も
、
借
主
は
当
該
有
価
証
券
を
担
保
叉
は
保
証
金
代
用
に
差

入
れ
る
こ
と
多
く
、
契
約
不
履
行
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
処
分
さ
れ
る
こ
と
あ
り
、
貸
主
は
必
ら
ず
し
も
同
一
物
の
返
還
を

受
け
え
ず
、

同
一
銘
柄
の
有
価
証
券
を
受
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
〈
賃
貸
借
〉
叉
は
〈
使
用
貸
借
〉
の
場
合
も
、
〈
消
費
貸
借
〉
の

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
二
五



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
二
六

場
合
に
準
じ
て
処
理
す
る
方
が
よ
い
と
い
う
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

お
よ
そ
会
計
経
理
の
本
義
は
、
法
律
問
事
実
、
或
は
経
済
的
事
象
を
一
合
曲
す
る
こ
と
な
く
、

あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
お

い
て
処
理
す
べ
く
、

し
か
し
て
尉
に
繰
返
し
て
述
べ
た
る
よ
う
に
、
八
賃
貸
借
〉
又
は
〈
使
用
貸
借
〉
の
契
約
に
て
貸
借
が
行
わ
れ
た
る

以
上
、

そ
れ
は
法
律
上
単
に
占
有
権
の
移
転
に
止
ま
り
、
所
有
権
の
移
転
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
八
消
費
貸
借
〉
と
同

一
視
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
絶
対
に
誤
っ
て
お
り
、
有
価
証
券
の
貸
借
は
ど
こ
ま
で
も
、

す
べ
き
で
あ
る
。

」
れ
が
「
貸
借
契
約
の
種
類
」
に
よ
っ
て
整
理

証
券
貸
借
に
関
す
る
銀
行
法
等
の
規
定

け
だ
し
有
価
証
券
の
貸
借
を
貸
借
対
照
表
に
表
示
す
べ
き
こ
と
を
、

行
法
施
行
細
則
(
旧
銀
行
法
細
則
)
が
始
め
で
あ
り
、

爾
来
羽
行
の

法
律
を
以
っ
て
規
定
し
た
の
は
、
大
正
五
年
七
月
実
施
の
改
正
銀

『
銀
行
法
施
行
細
則
』
(
制
約
五
位
r
j
什
批
判

U
h
p
d一
泊
す
民
主
甘
)

に
お
い
て
も
同
様
に
規
定
し
て
い
る
。

い
ま
、
現
行
『
銀
行
法
施
行
細
則
』
附
属
雛
形
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
の
勘
定
分
類
を
基
準
と
し
て
、
特
に
有
価
証
券
関
係

の
科
目
を
抽
出
し
て
見
れ
ば
、
次
頁
の
ご
と
く
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
こ
の
『
銀
行
法
施
行
細
則
』
に
よ
れ
ば
、
有
価
証
券
の
貸
借
関
係
の
勘
定
科
目
と
し
て
は
、
貸
借
対
照
表
の
借
方
科
目
に

は

『
貸
付
有
価
証
券
』
を
、
貸
方
科
目
に
は
「
借
入
有
価
証
券
』
を
掲
げ
、

」
れ
が
貸
借
処
理
の
相
手
科
目
と
し
て
、

い
ず
れ
も
『
有

価
証
券
勘
定
』
と
し
て
整
理
す
べ
く

文
損
益
計
算
書
の
利
益
科
目
に
は

『
有
価
証
券
貸
付
料
』
を
、
損
失
科
百
に
は
『
有
価
証
券
併

入
料
』
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。



〔貸借対照表〕

資産(借方)

有価証券勘定

国債

地方債

外国証券

社債

株式

貸付有価証券

負債〔貸方〉

借入有価証券

〔損益計算書〕

損失

有価証券売買損

有価証券価額鎖却

有価証券借入料

利益

有価証券利息

有価証券売買益

有価証券償還益

有価証券貸付料

な
お
、

同
細
則
(
業
務
報
告
書
雛
形
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
あ
る
。

第
二
十
五
項
〔
所
有
有
価
証
券
〕
に
は
、

「
木
項
ニ
ハ
応
募
引
受
又
ハ
質
入
等
ニ
係
ル
有
価
在
券
ノ
外
借
入
ニ
係
ル
有
価
詞
券
ニ
付

記
載
シ
貸
付
一
一
係
ル
有
価
誼
券
ハ
之
ヲ
減
少
高
三
記
載
ス
ベ
シ
」
と
、

載
ス
ベ
シ
」
と
、

と
あ
る
。

第
二
十
六
項
〔
借
入
有
価
証
券
〕
に
は
、

第
二
十
七
項
〔
貸
付
有
価
誼
券
〕
に
は
、

「
木
項
ニ
ハ
消
費
貸
借
タ
ル
ト
賃
貸
借
タ
ル
ト
ヲ
問
ハ
ズ
借
入
ニ
係
ル
有
価
一
証
券
ニ
付
記

「
木
項
ニ
ハ
貸
付
ニ
係
ル
有
価
誼
券
ニ
付
借
入
有
価
話
券
ノ
例
ニ
準
ジ
-
ア
記
載
ス
ベ
シ
」

で
は
次
に
『
銀
行
会
計
』
と
し
て
の
、
有
価
誼
券
の
貸
借
関
係
の
処
理
法
に
つ
い
て
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
に
銀
行
の
捜
信
業

務
の
一
つ
と
し
て
の
『
貸
付
有
価
証
券
』
に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
『
貸
付
有
価
証
券
』
と
は
、
銀
行
が
資
金
運
用
の
一
方
法
と
し
て
保
有
す
る
有
価
証
券
を
、
取
引
先
の
依
頼
に
応
じ
、
貸
付
料
を

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
二
七



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七

)i.. 

徴
収
し
て
貸
付
け
る
こ
と
を
い
う
。
銀
行
授
信
業
務
の
一
っ
た
る
『
支
払
承
諾
』
が
、
銀
行
の
人
的
信
用
を
取
引
先
を
し
て
利
用
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

『
貸
付
有
価
証
券
』
は
、
銀
行
の
物
的
信
用
を
取
引
先
に
利
用
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
取
引
先
が
、
有
価
証
券
の
必
要
が
生
ず
る
場
合
と
し
て
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
有
価
評
券
を
担
保
と
す
る

間
接
税
、
専
売
公
社
取
扱
口
聞
の
買
付
代
金
の
延
納
、
諸
官
庁
等
に
納
入
す
る
保
証
金
・
供
託
金
の
有
価
謹
券
に
よ
る
代
替
、
ま
た
一
般
商

(
註
)

取
引
に
お
け
る
契
約
保
証
金
な
い
し
借
入
金
の
担
保
と
し
て
の
利
用
等
い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
業
者
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
必
要
に
備
え
て
平
素
多
額
の
有
価
証
券
を
保
有
し
て
お
く
こ
と
は
資
産
の
運
用
上
望
ま
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
時
、
有
価
荏

券
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
業
者
は
有
価
証
券
投
資
を
業
務
の
一
部
と
し
て
行
っ
て
い
る
銀
行
に
そ
の
借
入
を
求
め
、

ま
た
銀
行
の
側
と

し
て
も
、
本
来
の
利
子
醗
当
の
外
に
貸
付
料
を
徴
収
し
う
る
利
益
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
に
応
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(
註
)
貸
付
有
価
証
券
取
引
を
、
証
議
需
要
の
理
由
に
よ
っ
て
斗
人
別
す
る
と
、
法
令
等
に
基
づ
く
担
保
の
提
供
に
使
崩
す
る
場
合
と
、

要
な
担
保
の
提
供
に
使
用
す
る
場
合
と
に
分
か
れ
る
。

ハ
a
)

法
令
又
は
之
に
準
ず
る
規
程
な
い
し
規
約
に
基
づ
く
担
保

現
在
、
多
く
生
ず
る
事
例
で
あ
り
、
例
え
ば
、
酒
造
会
社
が
、
酒
税
延
納
の
担
保
と
し
て
使
用
す
る
国
債
(
糊
税
)
、
ソ
ー
ダ
製
造
会
社
が
、
専

売
公
社
か
ら
買
受
け
た
原
塩
代
金
延
納
の
担
保
と
し
て
使
用
す
る
国
債
(
語
一
)
等
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
提
供
す
る
担
保
の
権
利
者
が
国

或
い
は
国
と
同
様
の
性
格
の
も
の
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
外
、
例
え
ば
、
地
方
公
共
団
体
の
金
一
体
事
務
取
扱
い
の
た
め
の
担
保
提
供
の
場
合

(
同
断
一
課
一
)
の
上
う
に
、
松
一
利
者
が
国
以
外
の
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
証
券
取
引
法
に
よ
る
証
券
業
者
の
汚
染
保
証
金
(
時
間
取
)
の
よ
う
に
不
特

定
多
数
の
権
利
者
の
た
め
に
供
託
に
附
す
場
合
も
あ
る
@

(

b

)

一
般
の
契
約
保
証
又
は
借
入
金
の
担
保
等
建
設
会
社
が
土
地
払
下
げ
に
関
す
る
契
約
保
証
金
と
し
て
地
方
公
共
団
体
、
例
え
ば
、
東
京
都
に

国
債
を
差
入
れ
る
場
合
、
汽
舶
会
社
が
新
造
船
建
設
資
金
と
し
て
保
険
会
社
よ
り
融
資
安
受
け
、
そ
の
担
保
と
し
て
国
債
の
提
供
を
要
す
る
場
合

或
い
は
小
売
臨
が
卸
売
闘
に
対
し
、
買
掛
金
の
担
保
と
し
て
証
券
を
差
入
れ
る
場
合
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

ハ
坂
部

一
般
の
取
引
に
必

恒
国
著
「
前

掲

室
田
」
一
二
七
頁
〉



実
際
に
銀
行
が
、
貸
付
有
価
証
券
取
引
に
応
じ
て
く
れ
る
の
は
、

『
支
弘
承
諾
』
め
一
場
合
と
同
様
に
、
特
に
信
用
あ
る
取
引
先
か
、

は
確
実
な
担
保
を
徴
収
し
う
る
場
合
の
ほ
か
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
貸
付
有
価
証
券
取
引
に
使
用
さ
れ
る
有
価
誼
券
の
種
類
は
、
前
述
せ
る
よ
う
に
、
公
債
ハ
特
に
国
債
、
地
方
債
)
‘

及
び
株
式
に
限
定
さ
れ
、
さ
ら
に
実
際
に
取
引
さ
れ
る
も
の
の
大
部
分
は
、

次
に
‘
貸
付
有
価
証
券
夜
引
の
貸
付
形
式
で
あ
る
が
、
こ
の
形
式
に
は
、

こ
の
う
ち
国
債
及
び
社
債
で
あ
る
。

主
の
一
二
種
類
が
あ
る
。

(寸

調
物
の
空
渡

こ
の
貸
付
形
式
は
、
有
価
証
券
の
現
物
を
取
引
先
(
倍
、
王
)
に
貸
与
し
、
取
引
先
が
必
要
に
応
じ
て
質
権
そ
の
他
の
担
保
権
の
設
定
や

供
託
を
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
約
定
書
」
の
一
例
会
示
せ
ば
後
掲
の
よ
う
で
あ
る
。

(
約
定
書

同
)

亡今

登
録
債
の
貸
付

こ
の
貸
付
形
式
は
、
登
録
済
の
国
債
と
社
債
を
貸
付
け
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
聾
録
閏
債
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、

約
定
書
付
(
笠
録
国
債
に
質
権
設
定
の
場
合
の
前
文
例
の
み
)

こ
の
登
録
国

証

一

一

(

嗣

債

銘

柄

)

額

面

金

0
0
0
円

也

一

一

一

紙

一

(
但
貴
行
御
名
儀
甲
種
澄
録
国
債
第

O
回
第

O
番

の

内

)

一

|

|

一

右
国
債
に
付
て
は
弊
社
が

O
O株
式
会
社
に
同
社

O
O取
扱
保
証
金
と
し
て
提
供
の
た
め
貴
行
よ
り
の
国
債
証
券
借
用
に
代

え
国
債
規
則
第
三
十
七
条
の
規
定
に
従
い
弊
社
の
た
め

C
C株
式
会
社
を
質
権
者
と
し
貴
行
を
質
権
設
定
者
と
し
て
質
権
を

整
録
せ
ら
れ
ま
し
た
に
就
て
は
左
の
条
項
を
確
約
致
し
ま
す
。

(
条
項
は
省
略
)

一、

収

入

印

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七

九

文
社
債



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

と
が
あ
る
。

債
の
貸
付
に
対
し
質
権
設
定
の
「
約
定
書
」
に
よ
る
貸
付
(
約
定
童
日
付
)
と
‘
担
保
権
設
定
の
「
約
定
書
」
に
よ
る
貸
付
ハ
約
定
書

七
三

O

証

一

一

(
国
債
銘
柄
)
額
面
金

0
0
0
円

也

一

(
但
貴
行
御
名
犠
弔
種
登
録
国
債
第

O
同
第

O
O
番

の

内

)

↑

一

右
国
債
に
付

τは
酒
税
法
第
三
十
六
条
第
三
項
酒
税
法
施
行
規
則
第
四
十
四
条
第
二
項
に
基
き
弊
社
の
酒
税
延
納
の
担
保
と

し
て

O
O税
務
署
に
差
入
の
為
貴
行
よ
り
の
国
債
誼
券
借
用
に
代
え
圏
度
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
忙
従
い
弊
社
の
た
め
の

O
税
務
署
長
を
担
保
権
者
と
し
貴
行
を
担
保
権
設
定
者
と
し
て
担
保
権
を
登
録
せ
ら
れ
ま
し
た
に
就
て
は
左
の
条
項
を
確
約

致
し
ま
す

一
、
担
保
権
設
定
期
間
を
昭
和

0
0年
O
月
O
H迄
と
定
め
向
日
迄
に
担
保
権
登
録
削
除
の
た
め
一
切
の
手
続
を
致
し
ま
す

て
期
限
前
と
錐
も
貴
行
の
御
請
求
が
あ
る
と
き
は
遅
滞
な
く
担
保
権
登
録
削
除
の
た
め
一
切
の
手
続
を
致
し
ま
す

一
、
万
一
右
手
続
を
怠
り
文
は
担
保
権
を
実
行
せ
ら
れ
た
場
合
に
於
て
は
貴
行
の
御
指
図
に
従
い
同
種
類
の
閤
債
文
は
金
銭

を
以
て
弁
償
じ
比
一
一
も
貴
行
に
御
迷
惑
を
御
懸
け
致
し
ま
せ
ん

一
、
担
保
権
設
定
に
対
す
る
報
償
は
担
保
権
登
録
の
日
よ
り
頬
面
百
円
に
付
一
日

O
厘
の
割
合
を
以
て
計
算
し
期
日
並
に
担

保
権
登
録
削
除
の
節
に
其
の
日
迄
の
分
を
御
支
払
し
ま
す

約

定

H

H

(

登
録
国
債
に
担
保
権
設
定
の
場
合
V

書

一、

昭
和
の

O
年

O
O月
O
O
日

住
所
・
氏
名

。

株
式
会
社

銀

行

御

。
。

中

収I'oIJ 

。
入市民。

。
仁}
'-ノ



約

定

同
ハ
現
物
の
場
合
)

書

一、

|印収i

l紙入[

証

(
国
債
銘
柄
)
額
面
金

0
0
0円
也

昭
和

O
O年
O
月
渡
以
降
利
札
附

内

訳券
面

O
記
番
号

前
記
(
担
保
提
供
の
事
由
)
と
し
て
(
蓋
入
先
)
へ
提
供
の
為
め
正
に
借
用
致
し
ま
し
た
就
て
は
左
の
条
項
を
確
約
致
し
ま
す

一
、
期
限
は
昭
和

C
C年
O
O月
C
日
と
し
月
日
迄
に
前
記
借
用
証
券
を
返
還
致
し
記
番
号
の
臭
っ
た
ら
の
を
代
用
致
し
ま

せ
ん
尚
期
間
間
前
で
も
貴
行
の
御
都
合
に
依
り
御
請
求
の
あ
っ
た
と
き
に
は
遅
滞
無
く
借
用
証
券
を
返
還
致
し
き
す

一
、
賃
借
料
は
証
券
額
面
百
円
に
付
一
日

O
心
割
を
以
て
期
日
並
び
に
返
還
の
節
其
日
迄
の
分
を
支
払
い
ま
す

一
、
利
札
は
其
支
払
期
日
前
に
切
取
り
貴
行
に
差
出
し
ま
す
若
し
遅
滞
致
し
ま
し
た
節
は
利
礼
金
額
百
円
に
付
一
問
。
一

O
の

割
合
を
以
て
損
害
金
を
支
払
い
ま
す

一
、
借
用
証
券
は
前
記
一
目
的
以
外
他
に
質
入
転
貸
又
は
売
却
致
し
ま
せ
ん

一
、
借
用
証
券
を
万
一
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
其
康
因
が
私
の
責
に
帰
す
べ
き
事
自
に
困
る
と
き
は
勿
論

天
災
不
可
抗
力
其
他
如
何
な
る
事
由
に
図
る
と
き
で
も
御
通
知
次
第
直
に
貴
行

ω御
指
闘
に
従
い
同
種
類
の
代
り
証
券

又
は
金
銭
を
以
て
賠
償
致
し
ま
す

昭
和

O
O年
O
O月
O
O
日

住
所
・
氏
名

。

。
。

。

会株
社式

銀

一TJ
d
A
t
 

。

御

。

中

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
三
一



有
側
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
三
二

以
上
で
『
貸
付
有
価
証
券
』
の
概
要
の
説
明
を
終
る
が
、
こ
こ
で
有
価
誼
券
貸
付
業
務
に
つ
い
て
、
片
野
教
授
は
『
た
だ
し
、
戦
後
は

銀
行
手
持
の
公
社
債
の
減
少
の
た
め
、
担
保
物
件
と
し
て
の
有
価
証
券
の
貸
付
位
、
次
第
に
銀
行
保
誼
と
い
う
形
態
に
移
行
し
つ
つ
あ
り

実
際
界
に
お
い
て
は
、

お
お
む
ね
、
銀
行
の
支
払
承
諾
業
務
が
・
有
価
証
券
貸
付
業
務
に
と
っ
て
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
』

(
註
)

ら
れ
る
の
を
注
意
し
て
お
こ
う
。

と
述
べ
て
お

ハ
註
)

(
片
野
一
郎
著
「
日
本
・
銀
行
簿
記
精
説
」
四
一

O
頁
)

以
上
、
後
述
す
る
諸
規
則
・
諸
準
則
に
お
い
て
あ
ま
り
規
定
の
な
い
銀
行
業
に
お
い
て
の
み
詳
細
規
定
の
あ
る
有
附
需
券
の
管
付
関
係

の
概
要
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
従
っ
て
前
掲
の
支
出
吉
田
解
釈
に
よ
れ
ば
、
銀
行
法
上
に
お
け
る
有
価
証
券
の
貸
借
は
〈
消
費
貸
借

V
を
意

味
す
べ
く
、
〈
賃
貸
借
〉
又
は
八
使
用
貸
借
〉
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
貸
借
対
照
表
に
表
示
す
る
必
要
が
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に

現
在
一
般
の
銀
行
の
慣
行
に
お
い
て
は
、
〈
賃
貸
借
又
は
使
用
貸
借

V
の
場
合
も
、
こ
れ
を
〈
消
費
貸
借

V
と
み
な
し
、
〈
消
費
貸
借

V

の
場
合
に
お
け
る
と
同
一
の
会
計
処
理
法
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

で
は
、
最
後
に
こ
の
方
面
『
銀
行
会
計
』
の
権
威
で
あ
る
片
野
教
授
の
一
文
を
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

ハ
片
野
著
「
前
掲

書
」
二
五

O
l三
五
一
頁
)

『
有
価
証
券
の
貸
借
で
勘
定
を
設
け
る
場
合
は
、
消
費
貸
借
の
場
合
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
、
使
用
貸
借
ま
た
は
賃
貸
借
の
契
約
で
な
さ
れ

る
場
合
は
、
も
と
の
ま
ま
の
現
物
で
涯
還
そ
う
け
る
の
で
、
従
っ
て
、
占
有
権
の
移
転
は
あ
っ
て
も
所
有
権
の
移
転
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
勘
定
帳
簿
記
入
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
補
助
帳
簿
に
そ
の
摘
要
を
控
え
る
だ
け
で
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銀
行
で
有

価
証
券
を
貸
付
け
る
場
合
は
、
消
費
貸
借
契
約
の
場
合
と
賃
貸
借
契
約
の
場
合
と
で
は
そ
の
取
扱
が
呉
る
筈
で
あ
る
が
、
現
在
銀
行
の
貸

付
取
扱
の
実
務
上
で
は
、
証
券
の
貸
借
を
賃
貸
併
を
主
旨
と
し
て
、
貸
付
け
の
際
は
、
そ
の
ま
ま
の
-
証
券
の
返
還
を
約
束
し
、
し
か
も
所



有
機
移
転
と
同
じ
前
記
の
記
帳
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
有
価
誼
券
(
会
社
債
)
に
は
、
拍
議
償
還
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

償
還
益
が
倍
、
主
側
に
帰
属
す
る
ζ

と
に
な
っ
て
は
貸
付
け
た
銀
行
側
に
不
利
と
な
り
、
貸
借
当
事
者
聞
に
不
『
公
平
な
結
果
が
生
ぜ
ざ
る
を

得
な
い
。
銀
行
で
は
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
同
一
銘
柄
・
同
一
番
号
に
よ
る
返
還
を
約
し
た
賃
貸
借
の
形
式
を
と
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ま
た
一
方
、
貸
付
け
た
証
券
が
担
保
等
に
差
入
れ
ら
れ
で
あ
る
場
合
、
先
方
の
債
権
者
(
有
価
証
券
受
入
れ
先
)
が
こ
れ
を
処
分
す
る
こ

と
も
あ
り
ち
る
の
で
、

か
か
る
場
合
、
賃
貸
借
契
約
で
あ
っ
て
も
結
局
は
、
貸
付
銀
行
が
返
還
を
受
け
る
際
に
は
同
一
銘
柄
で
異
番
号
の

証
券
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
賃
貸
借
契
約
の
場
合
で
も
所
有
権
の
移
転
を
と
も
な
う
消
費
貸
借
な
み
の
記

際
取
扱
い
に
し
て
お
く
方
が
銀
行
に
と
っ
て
都
合
が
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
銀
行
で
は
、
通
常
貸
付
け
た
も
の
と
同
一
物
を
返
還

し
て
も
ら
う
約
束
で
貸
付
け
、

L
か
も
こ
れ
を
消
費
貸
出
旧
な
み
に
取
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
』

四

証
券
貸
借
に
関
す
る
原
則
・
諸
規
則
・
諸
準
則
に
お
け
る
規
定

こ
こ
で
述
べ
る
順
序
は
、

uv
財
管
準
則
に
お
け
る
規
定
、
同
企
画
院
準
則
に
お
け
る
規
定
、
的
安
本
原
則
及
準
則
に
お
け
る
規
定
、
同

財
務
諸
表
規
則
及
規
則
取
扱
要
領
に
お
け
る
規
定
、
同
業
種
別
規
則
・
準
則
に
お
け
る
規
定
、
例
話
券
業
者
に
対
す
る
規
定
で
あ
る
。

『
財
管
準
則
』
に
お
け
る
規
定

一
般
に
『
財
管
準
則
』

(
商
工
省
準
則
)
と
は
、
昭
和
九
年
商
工
省
臨
時
産
業
合
理
局
・
財
務
管
理
委
員
会
発
表
の
『
財
務
諸
表
準
則
』

の
闇
各
称
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
す
で
に
時
数
消
極
的
存
在
と
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
勘
定
科
目
の
統
一
運
動
は
、
ま

ず
こ
の
準
則
に
お
い
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
準
則
に
お
い
て
は
、
・
有
価
証
券
の
貸
借
は
も
と
よ
り
、
保
証
金
等
の
代
用
有
価
証
券
の
処
理
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細
な
規
定
を

有
価
一
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

し
て
い
た
。
い
ま
、
同
準
則
の
貸
借
対
照
表
規
定
よ
り
有
価
証
券
関
係
の
勘
定
科
目
を
抽
出
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

七

四

〔貸借対照表〕

五主

資産(借

投資

関係会社有価証券

特定資産

引当勘定引当有価証券

従業員預り金引当有価証券

流動資産

有価

雑勘定(借方〉

貸付有価証券

保証差入有価証券

保管有価証券

方〕

券

方〕

雑勘定(貸方〉

借受有価証券

預り保証有価証券

(貸債負

〈
貸
借
対
照
表
規
定
〉

で
は
次
に
、
前
記
有
価
証
券
関
係
勘
定
科
目
中
よ
り
、
有
価
証
券
貸
借
関
係
だ
け
の
準
則
規
定
を
抜
き
出
し
て
述
べ
よ
う
。

六
O
、
有
価
証
券
を
貸
付
け
た
る
と
き
は
、

第
八
・
雑
勘
定
(
借
方
)
の
う
ち
、

「
有
価
証
券
」
な
る
科
目
よ
り
「
貸
付
有
価
高
券
」
な
る
科
目
に
帳
簿
価
額
を
以
て
之

を
振
替
ふ
ベ
し
。

と
あ
り
、
こ
の
規
定
を
太
田
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
、
明
解
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

(
太
田
哲
一
一
一
著
「
改
訂
財
務
諸
表
準
則
解
説
」
九
九
頁
)
」

『
有
価
証
券
を
他
人
に
貸
付
け
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
担
保
に
差
入
れ
又
は
保
護
預
け
と
す
る
の
と
は
異
っ
て
、
こ
れ
が
処
分
を
委
ね
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
有
価
証
券
と
云
う
よ
り
も
一
種
の
債
権
と
着
倣
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
額
で
契
約
せ
ず
物
件
を
以
て
せ
る
貸



金
に
外
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
そ
の
有
価
証
券
の
帳
簿
価
額
を
以
て
こ
れ
を
貸
付
有
価
証
券
な
る
科
目
に
振
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貸

付
有
価
証
券
は
多
く
の
場
合
同
一
物
件
が
返
還
さ
れ
、
従
っ
て
一
種
の
使
用
貸
借
で
あ
り
、
家
屋
の
賃
貸
と
同
様
に
会
計
に
関
係
な
き
事

事
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
示
す
の
は
単
に
備
芯
の
目
的
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
借
、
王
は
こ
れ

を
保
証
金
代
用
に
差
入
れ
る
場
合
が
多
く
、
従
っ
て
そ
の
証
券
は
処
分
せ
ら
れ
る
危
険
が
常
に
附
開
閉
す
る
。
ゆ
え
に
こ
れ
を
別
個
の
債
権

と
す
べ
き
で
あ
る
。
或
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
程
度
は
借
入
金
に
対
し
て
担
保
と
し
て
差
入
れ
た
場
合
と
同
様
で
あ
る
と
論
ず
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
担
保
の
場
合
に
は
、
自
己
が
債
務
を
履
行
し
な
い
結
果
処
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
自
己
の
債
務
が
別
に
負
債
と
し
て
計
上

さ
れ
て
あ
る
限
り
、
担
保
と
し
て
差
入
れ
た
有
価
誼
券
を
区
別
し
て
表
示
す
る
必
要
は
な
い
。
』

ま
た
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、

八
同

規
定
〉

第
十
一
・
雑
勘
定
(
貸
方
)
の
う
ち
、

八
一
、

「
借
受
有
価
証
券
」
は
、
保
証
企
の
代
用
と
し
て
、
他
人
に
差
入
る
る
た
め
借
受
け
た
る
有
価
註
券
を
一
不
す
Q

と
あ
り
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
太
回
教
授
は
、

『
有
価
誼
券
を
保
証
金
の
代
用
と
し
て
他
人
に
差
入
れ
る
た
め
に
借
受
け
た
時
に
は

そ
の
同
氏
務
を
借
受
有
価
証
券
な
る
科
目
で
示
す
べ
き
で
あ
り
、
金
額
は
そ
の
-
証
券
の
額
面
金
額
で
あ
る
。
こ
の
科
目
は
借
方
雑
勘
定
中
の

保
証
差
入
有
価
証
券
と
対
応
す
る
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

保
証
金
に
代
用
さ
せ
る
目
的
で
は
な
く
、
例
え
ば
自
己
の
借
入
金
の
担
保
口
聞
に
供
す
る
た
め
に
有
価
一
証
券
を
併
受
け
た
場
合
に
つ
い
て

は
本
準
則
は
何
等
そ
の
処
理
方
法
に
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
に
準
じ
て
計
上
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
c

す
な
わ
ち

負
債
の
側
に
同
じ
く
借
受
有
価
証
券
な
る
科
目
を
起
す
と
共
に
、
資
産
の
側
に
於
て
も
雑
勘
定
中
に
担
保
差
入
有
問
証
券
と
し
て
そ
の
額

面
金
額
を
一
示
す
の
で
あ
る
。
自
己
所
有
の
有
価
証
券
を
担
保
に
差
入
れ
た
と
き
に
担
保
差
入
有
価
証
券
の
科
目
を
起
さ
な
い
か
ら
、
こ
の

有
川
山
一
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
三
五



有
価
-
誕
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
三
一
六

場
合
に
も
己
れ
を
手
許
有
価
証
券
に
合
併
し
て
示
し
て
も
差
支
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
借
受
け
た
証
券
を
自
己
所
有
の
も
の
と
混
合
す
る

こ
と
は
穏
当
で
は
な
い
。
そ
こ
で
か
か
る
特
殊
の
科
目
が
設
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

借
受
有
価
証
券
と
こ
れ
に
対
応
す
る
保
証
差
入
・
有
価
証
券
、
或
は
担
保
差
入
有
価
証
券
の
如
く
、
借
方
貸
方
に
相
関
連
し
た
二
個
の
科

日
が
浮
立
し
、
金
額
が
ぽ
と
ん
ど
同
額
で
相
対
し
て
お
る
場
合
に
、
両
者
を
対
照
勘
定
と
呼
ぶ
の
が
常
で
あ
る
。
一
元
来
貸
借
対
照
表
は
、

借
方
科
目
の
全
部
が
貸
方
科
目
の
全
部
に
相
対
し
て
お
る
の
で
あ
っ
て
、
貸
方
の
科
目
が
直
接
借
方
の
或
る
科
目
に
依
っ
て
代
表
き
れ
る

も
の
で
は
な
い

O
i
-
-
・』

(
太
同
著
「
前
掲
金
円
」

一
一
二
頁
!
二
四
一
只
)

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
『
財
管
準
則
』
に
よ
る
有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
を
仕
訳
形
式
を
以
て
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ハイ

υ

有
価
註
券
を
貸
付
け
た
場
合

(
借
方
)
貸
付
有
価
誼
券

××〉八

(
貸
方
)
有
価
証
券

×
×
×
 

(

ロ

)

有
価
証
券
を
保
誼
金
の
代
用
と
し
て
他
人
に
差
入
れ
る
た
め
借
受
け
た
場
合

(
借
方
)
保
証
差
入
有
価
券

×
×
×
 

(
貸
方
)
借
受
有
価
誼
券

×
×
×
 

と
な
る
。

ま
た
、
本
準
則
で
は
、
な
ん
ら
の
処
理
方
法
を
規
定
し
て
い
な
い
が
、

「
保
証
金
に
代
用
さ
せ
る
目
的
で
は
な
く
、
借
入
金
の
担
保
と

し
て
提
供
す
る
た
め
に
有
価
証
券
を
他
よ
り
借
受
け
た
場
合
」
は
、
太
田
教
授
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、
次
の
ご
と
く
仕
訳
す
べ
き
で
あ



ろ
う
。

(
借
方
)
担
保
差
入
有
価
誼
券

×
×
×
 

(
貸
方
)
借
受
有
価
誼
券

×
×
×
 

な
お
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
有
価
証
券
規
定
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

八

同

規
定

V
第
八
・
雑
勘
定
(
借
方
)
及
び
第
十
一
・
雑
勘
定
(
貸
方
)

六
て
保
証
金
を
差
入
れ
た
る
と
き
は
「
差
入
保
証
金
」
な
る
科
目
を
以
て
之
を
示
す
。

'
有
価
証
券
を
以
て
保
証
金
に
代
用
し
た
る
と
き
は
、

「
保
証
差
入
有
価
誼
券
」
な
る
科
目
を
設
け
、

「
有
価
誼
券
」
な
る
科
目
よ
り
帳

簿
価
額
を
以
て
之
に
振
替
う
ベ
し
。

他
人
よ
り
n
公
社
債
を
借
受
け
、
之
を
保
証
金
に
代
用
し
て
差
入
れ
た
る
と
き
は
、

「
保
誼
差
入
有
価
誼
券
」
な
る
科
目
に
そ
の
額
面
を

計
上
し
、
之
に
対
応
し
て
「
借
受
有
価
証
券
」
な
る
負
債
科
目
を
設
く
べ
し
。

六
二
、
他
人
よ
り
保
証
金
の
代
用
と
し
て
受
入
れ
た
る
有
価
価
券
は
、
額
面
を
以
て
「
保
管
有
価
誼
券
」
な
る
科
目
に
之
を
計
上
し

自
己
所
有
の
有
価
誼
券
と
区
別
す
ベ
し
。

八
二
、

「
預
り
保
証
有
価
証
券
」
は
、
保
証
金
の
代
用
と
し
て
他
人
よ
り
受
入
れ
た
る
有
価
誼
券
を
示
す
。
借
方
に
お
け
る
「
保
管

有
価
証
券
」
な
る
科
目
は
之
に
対
応
す
。

以
上
の
三
規
定
に
つ
い
て
、
太
田
教
授
は
、
次
の
よ
う
に
、
こ
れ
文
解
説
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
六
一
及
び
六
二
に
つ
い
て
は
、

『
:
:
:
保
証
金
の
代
用
と
し
て
有
価
証
券
を
差
入
れ
た
場
合
に
は
、
保
証
差
入
有
価
証
券
な
る
別
勘
定
を
起
し
て
、
前
述
の
貸
付
有
価

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
三
七



有
価
証
券
貸
借

J

の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七

入

証
券
と
同
様
に
有
価
証
券
勘
定
か
ら
当
時
の
帳
簿
価
額
を
以
て
こ
の
科
目
に
振
替
え
る
の
で
あ
る
。
更
に
他
人
か
ら
公
憤
社
債
の
類
を
借

受
け
て
、
こ
れ
を
保
証
金
代
用
と
し
て
他
に
差
入
れ
た
場
合
に
も
、
同
じ
く
保
証
差
入
有
価
証
券
の
科
目
に
計
上
す
る
の
で
あ
る
。
自
己

所
有
の
も
の
を
差
入
れ
た
場
合
に
は
、
有
価
証
券
の
帳
簿
価
額
を
以
て
す
る
が
、
他
人
か
ら
借
入
れ
た
場
合
に
は
、
帳
簿
価
額
は
存
在
し

な
い
か
ら
、
額
面
額
を
以
て
記

λ
す
る
外
は
な
い
。
但
し
、
差
入
保
証
金
代
用
価
額
を
以
て
す
る
も
一
方
法
で
あ
る
が
、
貸
方
科
目
た
る

借
受
有
価
証
券
と
対
応
せ
し
む
る
た
め
に
は
額
面
を
以
で
し
た
方
が
明
瞭
で
あ
る
。
:
:
:
し
か
る
に
保
証
金
代
用
と
し
て
有
価
証
券
を
受

入
れ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
を
そ
の
額
面
編
で
保
管
有
価
証
券
な
る
科
目
に
計
上
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
叉
額
面
額
よ
り
も
受
入
価
格

に
よ
る
方
が
便
利
な
こ
と
が
あ
り
得
る
。
:
:
:
』

(
太
悶
著
「
前
掲
書
」
一

O
O
l
一
O
一
頁
)

ま
た
、
八
二
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
『
預
り
保
証
・
有
価
証
券
は
保
証
金
と
し
て
現
金
の
代
り
に
受
入
れ
売
有
価

証
券
の
額
面
を
掲
げ
る
科
目
で
あ
っ
て
、
借
方
に
於
け
る
保
管
有
価
証
券
な
る
科
目
と
対
照
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
負
債
科
目
が

あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
借
方
に
保
管
有
価
証
券
な
る
科
目
が
な
い
な
ら
ば
、
受
入
れ
た
有
価
証
券
を
処
分
し
た
か
、
或
い
は
自
己
の
有
価
証

券
と
混
同
し
て
お
る
こ
と
を
一
部
す
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
借
受
有
価
証
券
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
』
(
太
田
著
「
前
掲
書
」

一
一
四
頁
)

そ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
処
理
方
法
に
つ
き
、
仕
訳
形
式
に
て
示
せ
ば
、

(

イ

)

自
己
所
有
の
有
価
証
券
を
以
て
、
保
証
金
の
代
用
と
し
て
差
入
れ
た
場
合

(
借
方
)

保
証
差
入
・
有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)
有
価
証
券

×
×
×
 

〈

ロ

)

他
人
よ
り
保
証
金
の
代
用
と
し
て
、
有
価
証
券
を
受
入
れ
た
場
合

(
借
方
)

保
管
有
価
証
券

×
×
×
 



(
貸
方
)
預
り
保
証
有
証
価
券

×
×
×
 

と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
以
上
の
よ
う
に
『
財
管
準
則
』
に
お
け
る
規
定
は
、
後
述
す
る
諸
準
則
に
お
け
る
規
定
と
比
較
し
て
評
細
で
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
有
価
証
券
の
貸
借
は
〈
消
費
貸
借
契
約
〉
に
よ
る
場
合
の
み
に
つ
い
て
と
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
少
く
と
も
そ
の
よ
う
に
限
定

し
て
解
釈
す
べ
く
、

叉
『
本
準
則
』
に
お
い
て
は
、
有
価
証
券
の
借
入
は
、
特
に
保
証
金
の
代
用
と
し
て
他
に
差
入
れ
す
る
た
め
に
借
受

け
た
場
合
と
限
定
し
て
あ
り
、
し
か
も
直
ち
に
代
用
し
た
場
合
の
処
理
を
示
す
の
み
で
あ
る
。

同

『
企
画
院
準
則
』
に
お
け
る
規
定

「
企
画
院
準
則
』
と
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
企
画
院
財
務
諸
表
準
則
統
一
協
議
会
が
草
案
形
式
で
公
表
し
た
『
製
造
工
業
財
務
諸
表

準
則
~ 

(
製
造
工
業
貸
借
対
照
表
準
則
、
同
財
蔵
目
録
準
則
及
び
同
損
益
計
算
書
準
則
)
の
国
各
称
で
あ
り
、
戦
時
中
に
発
表
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
う
ち
「
貸
借
対
照
表
準
則
」
に
お
い
て
の
有
価
証
券
の
貸
借
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
ハ
門
で
述
べ
た
『
財
管
準
則
』
に
比
較

し
て
少
い
の
で
あ
り
、
同
準
則
の
第
三
十
九
に
、

「
短
期
借
入
金
ノ
科
目
ニ
ハ
短
期
借
入
金
、
借
入
有
価
誼
券
、
銀
行
当
座
借
越
ヲ
記
戴

ス
L

と
あ
る
の
み
で
、
短
期
借
入
金
の
う
ち
に
、
借
入
有
価
証
券
を
含
め
て
お
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
、

『
企
画
院
準
則
』
は
、
有
価

証
券
の
借
入
に
つ
い
て
の
み
規
定
し
、
貸
付
有
侃
証
券
に
つ
い
て
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
有
価
証
券
の
貸
付
に
つ
い
て
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
理
由
は
、

(
註
U

『
電
気
事
業
会
計
規
程
』
に
お
け
る
よ
う
に
、
借
入
及
び

預
り
の
有
価
証
券
の
場
合
の
み
を
取
引
と
し
て
仕
訳
記
入
を
行
い
、
貸
借
対
照
表
に
表
示
す
べ
く
、
貸
付
及
び
保
証
差
入
の
た
め
に
有
価

証
券
を
提
供
す
る
場
合
は
『
有
価
証
券
勘
定
』
で
内
訳
整
理
す
べ
し
と
解
釈
す
べ
き
か
、
或
は
貸
付
有
価
証
券
取
引
に
つ
い
て
は
、
借
入

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

←じ

ブL



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
回

O

有
価
証
券
取
引
の
場
合
に
準
じ
て
処
理
す
べ
し
と
な
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
か
、
あ
ま
り
こ
の
点
に
つ
い
て
の
明
確
な
解
説
が
な
さ

れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

叉
確
か
に
有
価
証
券
の
借
入
れ
や
、
預
り
の
取
引
は
行
わ
れ
で
も
、
そ
の
反
対
の
貸
付
や
、
保
謀
差
入
の
環
引

倒
は
極
め
て
少
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
点
を
別
に
し
て
も
、
、
『
企
画
院
準
則
』
に
よ
れ
ば
、
有
価
証
券
の
〈
賃
貸

借
〉
又
は
八
使
用
貸
借
〉
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
貸
借
対
照
表
に
表
示
す
る
の
必
要
な
き
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

ハ
註
)

電
気
事
業
会
計
規
程
(
昭
和
七
年
十
一
月
)

そ
こ
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
有
価
証
券
の
貸
借
に
つ
い
て
『
企
画
院
準
則
』
の
規
定
が
、
以
上
の
如
く
『
財
管
準
則
』
の
規
定
と
比
べ

る
と
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
ゐ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
吉
問
教
授
・
原
口
教
授
・
久

保
田
教
授
の
論
を
参
考
の
た
め
に
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
吉
田
教
授
は
、

「
保
証
金
代
用
の
有
価
証
券
及
び
有
価
謹
券
の
貸
借
」
と
し
て
、

(
士
口
田
良
三
稿
、

「
企
画
院
製
造
工
業
財
務
諸
表
準

則
と
商
工
省
財
務
諸
表
準
則
と
の
比
較
」
雑
誌
・
会
計
・
第
五
十
巻
・
第
五
号
・
十
八

l
十
九
頁
)

『
有
価
証
券
を
以
っ
て
保
証
金
に
代
用
し
た
る
場
合
に
は
、

商
工
省
準
則
に
於
て
は
、
自
己
の
所
有
に
係
る
も
の
を
差
入
れ
た
る
と

き
は
「
有
価
証
券
」
よ
り
帳
簿
価
格
を
以
て
「
保
証
笠
宮
入
有
個
証
券
」
な
る
科
目
に
振
替
え
、
他
人
よ
り
借
受
け
た
る
上
保
詰
金
代
用

と
し
た
る
と
き
は
、
額
面
を
以
て
前
記
「
保
証
差
入
有
価
謀
券
」
に
計
上
す
る
と
共
に
、

「
借
受
有
価
誼
券
」
な
る
負
債
科
目
を
設
定

す
べ
き
こ
と
と
し
て
お
る
。
更
に
反
対
の
場
合
、
す
な
わ
ち
他
人
よ
り
保
証
金
代
用
と
し
て
・
有
価
証
券
を
受
入
れ
た
る
と
き
は
、

一寸

保

管
有
価
証
券
」
と
つ
預
り
保
誼
有
価
証
券
L

と
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
上
す
べ
き
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
企
画
院
準
則

に
於
て
は
特
に
明
示
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
そ
の
「
短
期
借
入
金
L

の
内
に
借
入
'
有
価
証
券
を
包
含
せ
し
む
べ
き
こ
と
と
な
り

有
価
証
券
自
体
ほ
「
有
価
証
券
」
中
に
計
上
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
そ
の
貸
付
は
製
造
工
業
に
於
て
は
、
も
ち
ろ
ん
一



般
の
企
業
に
あ
っ
て
も
、
借
入
に
比
し
稀
有
な
り
と
見
う
べ
く
、
商
工
省
準
則
に
あ
っ
て
も
之
に
触
る
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

保
証
金
代
用
と
し
て
差
入
及
び
受
入
は
之
に
反
し
稀
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
差
入
に
つ
い
て
商
工
省
準
則
の
ご
と
く

「
保
証
差
入
有
価
証
券
L

な
る
特
別
科
目
を
用
い
な
い
と
す
れ
ば
、

「
有
価
証
券
」
に
そ
の
空
ま
残
存
せ
し
め
る
こ
、
と
に
な
る
で
あ
ろ

ぅ
。
強
い
て
之
を
他
に
求
む
れ
ば
期
間
の
短
き
限
り
短
期
貸
付
金
と
し
て
「
短
期
債
権
」
に
入
れ
る
外
は
な
い
が
、
之
は
決
し
て
適
当

な
る
処
置
と
は
い
い
え
な
い
。
他
人
よ
り
の
保
証
金
代
用
と
し
て
の
有
価
証
券
の
受
入
に
つ
い
て
は
、
企
両
院
準
則
も
、
そ
の
債
務
に

つ
い
て
は
「
預
り
金
」
に
計
上
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
か
ら
問
題
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
借
方
は
、
商
工
省
準
則
の
如
く
保
管

有
価
証
券
な
る
科
目
を
特
設
せ
ざ
る
限
り
、
有
価
証
券
に
計
上
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

之
を
要
す
る
に
、
企
画
院
準
則
に
あ
っ
て
は
、
有
価
証
券
の
借
入
及
び
保
証
預
り
、
す
な
わ
ち
'
有
価
証
券
の
受
入
の
場
合
に
つ
い
て

の
み
規
定
し
て
お
り
、

し
か
も
そ
の
貸
方
科
目
に
関
す
る
指
示
だ
け
が
与
え
ら
れ
て
お
る
に
止
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
引
渡
に
つ
い
て

は
特
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
受
入
の
場
合
に
於
て
、
之
を
有
価
証
券
に
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
と
、
引
渡
の
場
合
は
、

し
ば
ら

く
論
外
と
し
て
も
、

そ
の
保
証
差
入
に
際
し
て
は
有
価
証
券
勘
定
よ
り
な
ん
ら
か
の
他
の
科
目
に
振
替
え
る
方
法
を
と
ら
ざ
る
限
り
、

受
入
の
場
合
の
処
置
と
の
権
衡
が
と
れ
な
い
。
こ
の
点
若
干
明
白
を
欠
く
が
、
財
産
目
録
準
則
に
も
そ
の
雛
形
に
も
こ
の
点
の
処
置
を

示
唆
す
べ
き
な
ん
ら
の
拠
り
所
も
昆
出
さ
れ
な
い
。
』

次
に
原
口
教
授
は
、

(
原
口
亮
平
稿
「
企
画
院
公
表
製
造
工
業
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
」
雑
誌
・
会
計
・
第
五
十
巻
・
第
五
号
・
一
七
三
頁
)

円
預
っ
た
有
価
証
券
、

借
入
れ
た
有
価
証
券
を
短
期
借
入
金
に
組
入
れ
た
こ
と
は
会
計
上
の
問
題
を
提
供
す
る
。
是
貸
借
が
消
費
貸

借
の
性
質
を
有
す
る
と
き
と
錐
も
、

物
件
の
貸
借
と
金
銭
の
貸
借
と
は
異
な
る
点
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
預
っ
た
有
価
誼
券
を
、
所

有
す
る
有
価
証
券
と
す
る
こ
と
は
一
寸
前
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
尚
預
っ
た
有
伺
詰
券
を
評
価

L
、
そ
の
一
評
価
損
益
を
計
算
す
る
ご
と
き

有
価
一
証
券
貸
借
の
合
計
処
理
に
つ
い
て

-t 
四



山
村
価
証
券
貸
借
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会
計
処
現
に
つ
い
て

七
四

は
不
合
理
の
甚
し
い
も
の
と
信
ず
る
。
こ
の
整
理
は
、

あ
る
使
宜
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
便
宜
に
よ
っ
て
会
計
の
原
則
を
破

壊
し
で
は
な
ら
ぬ
己

最
後
に
、

久
保
田
教
授
は

(
久
保
目
立
円
二
郎
稿
「
企
画
院
製
造
工
業
貸
借
対
照
表
準
則
草
案
念
論
ず
」
雑
誌
・
合
計
第
五
十
巻
・
第
五
号
・
二

O

O
頁
及
三

O
三
友
)

『
:
:
:
更
に
準
則
突
で
は
、

負
債
に
短
期
借
入
金
項
目
中
に
短
期
借
入
有
価
寵
券
を
指
定
し
て
い
る
が
、
借
入
有
価
百
券
に
貸
借
対

照
表
能
力
が
あ
る
と
せ
ば
、
そ
の
使
途
の
如
何
に
よ
っ
て
は
こ
れ
に
対
照
し
て
保
証
差
入
有
価
証
券
の
如
き
科
目
を
資
産
側
に
計
上
す

る
必
要
は
あ
り
は
せ
ぬ
か
。
若
し
必
妥
で
あ
る
と
せ
ば
、
そ
の
科
目
が
ど
こ
に
所
属
す
る
か
を
統
一
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
・
:
』

叉、

『
預
り
金
に
預
り
有
価
証
券
な
る
小
科
目
が
あ
る
に
拘
ら
ず
、
資
産
相
手
科
目
を
い
か
に
区
丹
配
列
す
べ
き
か
に
規
定
が
な
い
:
・

色=司

同

『
安
本
医
則
及
準
則
』
に
お
け
る
規
定

『
安
木
原
則
及
準
則
』

と
は
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
経
済
安
定
本
部
企
業
会
計
制
度
対
策
調
査
会
よ
り
中
間
報
台
の
形
式
で
発
表
さ
れ

た
『
企
業
会
計
原
則
及
び
財
務
諸
表
準
則
』
の
塞
称
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
十
九
年
七
月
改
王
さ
れ
大
蔵
省
理
財
局
企
業
会
計
審
議

会
よ
り
、
こ
れ
ま
た
中
間
報
告
形
式
で
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前
者
を
以
下
『
旧
康
則
及
準
則
』
、

後
者
を
『
改
正
原
則
及
準
則
』

と
呼
称
し
て
述
べ
る
。

『
旧
底
則
及
準
則
』
も
『
改
正
原
則
及
準
則
』

も
と
も
に
有
価
証
券
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
規
定
ほ
相
当
詳
細
に
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
有
価
証
券
の
貸
借
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
次
掲
の
規
定
あ
る
の
み
で
、

な
ん
ら
触
れ
る
と
乙
ろ
が
な
い
。

『
旧
原
則
』

第
三
・
貸
借
対
照
表
原
則



C 

特
定
の
資
産
を
債
務
の
担
保
に
供
し
た
る
と
き
に
は
、
そ
の
旨
を
貸
借
対
照
表
脚
注
又
は
明
細
表
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

h
l
h

、O

J
h

吋し
差
入
有
価
証
券
は
、
貸
借
対
照
表
に
有
価
証
券
と
区
別
し
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
旧
準
則
』

第
三
章

貸
借
対
照
表
準
則

第
四
十
九

預
り
金
は
、
営
業
上
の
諸
預
り
金
、
預
り
保
証
金
、
預
り
保
証
有
価
証
券
等
を
-
記
載
す
る
。

こ
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
が
、

『
改
正
原
則
及
準
則
』
で
は
、

『
旧
原
則
』
第
三
・
一

C
の
前
掲
の
規
定
の
内
第
二
項
は
、
次
の
よ

う
に
削
除
さ
れ
準
則
に
加
え
ら
れ
た
。

『
改
正
準
則
』

第
三
章

貸
借
対
照
表
準
則

第
八

(
二
項
)
差
入
有
価
証
券
は
、
有
価
証
券
と
区
別
し
て
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
九

前
掲
と
同
ょ
う
。

け
だ
し
、

『
安
本
原
則
』
は
、
企
業
会
計
の
基
本
的
原
則
の
み
を
規
定
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
少
く
と
も
『
安
木
準
則
』

は
、
商
工
業
を
営
む
株
式
会
社
に
対
す
る
標
準
様
式
及
び
作
成
方
法
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
細
部
に
わ
た
る
〈
有
価

証
券
の
貸
借

V
に
関
す
る
規
定
を
欠
い
て
い
て
も
必
ず
し
も
こ
れ
を
以
て
不
備
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
。

胸)

『
財
務
諸
表
規
則
及
規
則
取
扱
要
領
』
に
お
け
る
規
定

『
財
務
諸
表
規
則
』

と
は
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日
証
券
取
引
委
員
会
規
則
第
十
八
号
と
し
て
発
表
さ
れ
た
『
財
務
諸
表
等
の

用
語
、

様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
』

(
最
終
改
正
・
昭
和
一
一
十
八
年
十
一
月
十
四
日
・
令
九
二
)
の
零
称
で
あ
り
、

『
規
則
取
扱
要

領
』
は
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
四
日
通
牒
証
総
第
七
十
七
号
と
し
て
発
表
さ
れ
た
『
財
務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
四
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て
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(
最
終
改
正
・
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
十
四
日
・
蔵
理
二
三
二
七
三
)
の
審
称
で
あ
る
。

円註〉

規
則
』
は
『
-
証
券
取
引
法
第
百
九
十
三
条
』
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
財
務
計
算
に
関
す
る
書

す
る
規
則
取
扱
要
領
』

し
か
し
て
、
こ
の
『
財
務
諸
表

類
に
つ
い
て
、
そ
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、

『
規
則
取
扱
要
領
』
は
、

『
財
務
諸
表
規
則
』
の
規
定
を
適

用
す
る
際
の
取
扱
要
領
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
註
)

証
券
取
引
法
(
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
三
日
法
律
第
二
十
五
号
)

第
百
九
十
三
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
そ
の
他
の
財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
は
、
大
蔵
大
臣
が
一
般
に
公
正
妥
当
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
大
蔵
省
令
で
定
め
る
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
最
終
改
正
に
よ
る
『
財
務
諸
表
規
則
及
取
扱
要
領
』
に
お
け
る
有
価
誼
券
の
貸
借
に
関
す
る
規
定
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

〈
改
正
規
則
〉

第
三
十
九
条
左
に
掲
げ
る
負
債
は
、
流
動
負
債
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
支
払
手
形

六
、
預
り
有
価
証
券
及
び
借
入
有
価
証
券

第
四
十
一
条
流
動
負
債
に
属
す
る
負
債
は
、
左
に
掲
げ
る
項
目
の
区
分
に
従
い
、
当
該
負
債
を
示
す
名
称
を
附
し
た
科
目
を
も
っ

て
掲
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十・・・ー

そ支
の…払
他手
の形
流
動
負
債



八
改
正
取
扱
要
領

V

第
四
十
九

預
り
有
価
証
券
又
は
借
入
有
価
証
券
の
対
照
勘
定
は
、
規
則
第
十
条
第
一
項
第
十
一
号
の
資
産
に
属
す
る
も
の
と
す
る

第
五
十

差
入
保
証
金
の
代
用
と
し
て
提
供
す
る
預
り
有
価
証
券
又
は
借
入
有
価
証
券
で
そ
の
金
額
が
流
動
資
産
の
総
額
に
対
し
て

重
要
な
剖
合
を
占
め
な
い
も
の
に
勺
い
て
は
、
対
照
勘
定
を
用
い
な
い
で
貸
借
対
照
表
の
脚
許
に
註
記
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
十
二

預
り
有
価
誼
券
及
び
借
入
有
価
証
券
は
、
規
則
第
四
十
一
条
第
一
項
第
十
号
の
負
債
に
属
す
る
も
の
と
す
る
。

さ
て
、
以
下
『
財
務
諸
表
規
則
・
取
扱
要
領
』
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
渡
辺
実
・
浅
地
芳
年
共
著
『
財
務
諸
表
規
則
・
監
査
謹

明
省
令
解
説
』
に
よ
る
と
こ
ろ
大
な
る
こ
と
を
一
記
し
て
お
く
。

で
は
、
次
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
き
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、

ま
ず
始
め
に
、
〈
預
り
有
価
証
券
及
び
借
入
有
師
-
証
券

V
の
意
義
を
見

ょ
う
。
前
掲
規
則
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
、
〈
預
り
有
価
証
券

V
と
は
、
保
証
金
等
の
代
用
と
し
て
預
っ
た
有
価
証
券
や
、
前
受

金
の
代
用
と
し
て
受
入
れ
た
有
価
証
券
を
い
い
、

た
だ
単
に
保
護
預
り
の
た
め
に
預
っ
て
い
る
有
価
証
券
は
含
ま
な
い
、
ま
た
〈
借
入
有

価
証
券

V
と
は
、
自
己
が
他
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
た
め
に
他
人
よ
り
借
入
れ
た
有
価
証
券
を
い
う
の
で
あ
る
。

(
参
考
)

円
リ
円

t

Hド
n
t

(
公
日
)

「
預
り
有
伺
証
券
と
借
入
有
価
証
券
の
区
別
」

取
扱
要
領
第
百
五
十
二
に
お
い
て
、
「
そ
の
他
の
流
動
負
債
」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
「
預
り
有
価
証
券
」
と
「
借
入
有
価
証
券
L

と

の
区
別
如
何
。

規
則
で
は
特
に
両
者
の
区
別
が
明
ら
か
で
な
い
。
証
券
業
者
に
対
し
て
は
「
預
り
有
価
証
券
」
は
使
用
貸
借
に
係
る
も
の
、
「
借
入
有
価
証
券
」

は
賃
貸
借
に
係
る
も
の
と
す
る
ζ

と
に
通
達
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
証
券
業
者
の
特
殊
の
業
態
に
か
ん
が
み
明
確
に
示
し
た
も
の
で
、

一
般
企
業
に
、
お
い
て
は
こ
の
よ
う
に
厳
格
に
考
え
る
要
は
な
い
と
忠
わ
れ
る
。
強
い
て
区
分
す
ア
匂
と
す
れ
ば
、
寸
借
入
有
価
証
券
」
は
、
会
社

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
四
五



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
四
六

が
特
に
何
ら
か
の
用
途
に
そ
れ
を
使
用
す
る
目
的
で
相
手
方
よ
り
的
入
れ
た
も
の
を
い
L
、
単
に
営
業
保
証
金
の
代
用
等
と
し
て
相
手
方
よ
り

受
入
れ
た
も
の
等
は
「
預
り
有
価
証
券
し
と
す
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

叉
、
単
に
保
護
預
り
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
等
の
会
計
取
引
に
関
連
の
な
い
も
の
は
、
貸
借
対
照
表
能
力
が
無
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

「
預
り
有
価
証
券
」
に
合
め
る
必
要
が
な
い
。

(
渡
辺
・
浅
地
著
「
前
拘
書
」
一
日
七
頁
)

し
か
し
て
両
者
、
す
な
わ
ら
『
預
り
有
価
証
券
、
借
入
有
価
証
券
』
と
も
に
〈
流
動
負
債

V
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
貸
借
対
照
表
に

表
示
す
る
場
合
に
は
、

「
そ
の
他
の
流
動
負
債
」
の
一
つ
と
し
て
記
載
す
る
。
従
っ
て
こ
の
対
照
勘
定
で
あ
る

『
保
管
有
価
話
券
』

』土

八
流
動
資
産
〉
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
貸
借
対
照
表
に
表
示
す
る
場
合
に
は
、

「
そ
の
他
の
流
動
資
産
し
に
属
す
る
こ
と
と
し
、
他
の

流
動
資
産
た
る
『
有
価
証
券
』
と
区
分
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
が
、

(
取
扱
要
領
第
四
十
九
)

(
参
考
)

Hリ
句

d

R
ド

qo

(
ム
げ
ん
同
)

「
預
り
有
価
証
券
叉
は
借
入
有
価
証
券
の
対
照
勘
定
の
名
称
」

預
り
有
価
証
券
又
は
借
入
有
価
証
券
の
対
照
勘
定
を
用
い
ん
と
す
る
場
合
の
適
当
な
る
科
目
の
名
称
を
一
不
さ
れ
た
い
。

預
り
又
は
借
入
れ
た
後
、
未
だ
担
保
提
供
又
は
保
証
金
代
用
と
し
て
差
入
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
「
保
管
預
り
有
価
証
券
」
、
「
保
管
借
入
有

価
証
券
」
等
の
名
称
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
又
、
担
保
提
供
叉
は
保
証
差
入
を
行
っ
て
あ
る
も
の
は
、
「
保
証
差
入
預
り
有
価
証
券
」
等
の
名
称

が
適
当
で
あ
る
。
と
れ
を
単
純
に
「
保
証
金
」
と
し
て
表
示
し
、
現
金
差
入
れ
の
も
の
と
一
括
掲
司
記
す
る
例
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
が
、

こ
の
場
合
に
は
対
照
勘
定
で
あ
る
こ
と
が
不
明
瞭
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
金
差
入
の
も
の
と
混
同
さ
れ
て
誤
解
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
か
ら

適
当
で
は
な
い
。

(
渡
辺
・
浅
地
著
「
前
掲
書
一
八
七

l
八
八
頁
)

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
流
動
ハ
短
期
)
的
な
場
合
の
み
で
な
く
周
定
(
長
期
)
的
な
場
合
も
あ
り
、
こ
の
原
則
に
と
ら
わ
れ
る

必
要
は
な
い
。

ハ
参
考
)

「
長
期
の
保
証
金
代
用
と
し
て
差
入
れ
た
借
入
有
価
証
券
し



間
84 

借
入
有
価
証
券
は
取
扱
要
領
第
百
五
十
三
に
よ
れ
ば
、
規
則
第
四
十
一
条
第
一
項
第
十
号
の
「
そ
の
他
の
流
動
負
債
」
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
固
定
資
産
に
属
す
る
敷
金
等
の
代
用
と
し
℃
差
入
使
泊
し
て
い
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
固
定
負
債
と
し
て
掲
記
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

(
失
口
〕

こ
の
よ
う
に
長
期
間
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
相
手
方
の
承
諾
が
得
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
正
し
い
表
示
方
法
と
し
て
は

む
し
ろ
「
そ
の
他
の
胃
定
負
債
」
と
投
資
資
売
の
う
ち
に
対
照
勘
定
を
設
け
、
「
借
入
有
価
証
券
」
で
あ
る
こ
と
を
資
産
、
負
債
の
双
方
に
お

い
て
明
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
(
対
照
勘
定
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
問
幻
参
照
)

(
渡
辺
・
浅
地
著
「
前
掲
書
」
一
五
一

l
一
五
二
頁
)

い
ま
ま
で
述
べ
た
規
定
を
、
次
に
仕
訳
形
式
を
以
っ
て
示
せ
ば
、

(

イ

)

他
人
よ
り
保
証
金
の
代
用
と
し
て
有
価
証
券
を
預
っ
た
場
合

(
借
方
)

保
管
(
預
り
U

有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)

預
り
有
価
証
券

×
×
×
 

(

ロ

〕

他
人
よ
り
有
価
証
券
を
借
入
れ
た
場
合

(
借
方
一
)

保
管
借
入
有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)
)

借
入
有
価
証
券

×
×
×
 

な
お
『
取
扱
要
領
第
四
十
九
』
は
、
預
り
有
価
証
券
、

又
は
借
入
有
価
証
券
を
対
照
勘
定
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
と
規
定
い
る
か
の
ご

と
く
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
『
攻
扱
要
領
第
五
十
』
と
同
様
に
対
照
勘
定
を
用
い
ず
に
脚
註
註
記
の
方
法
も
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
対
照
勘
定
を
使
用
し
た
場
合
は
、

両
者
の
表
示
は
必
ら
ず
対
照
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

一
方
の
み
を
独

立
科
同
と
し
て
表
示
し
、
他
方
は
他
の
項
目
(
科
目
)
と
一
括
し
て
表
示
す
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
四
七



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
四
八

次
に
、

「
右
価
証
券
を
借
入
れ
て
差
入
保
証
金
の
代
用
と
し
て
提
供
し
た
場
合
や
、

又
は
預
り
有
価
証
券
を
差
入
保
証
金
の
代
用
と
し

て
提
供
し
た
場
合
」
の
処
理
法
で
あ
る
が
、
前
述
せ
る
『
預
り
有
価
証
券
及
び
借
入
有
価
証
券
』
の
処
理
法
と
同
様
に
対
照
勘
定
に
よ
っ

て
表
示
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
什
れ
ど
も
、
そ
の
金
額
が
流
動
資
産
の
総
額
に
対
し
て
重
要
な
る
割
合
を
占
め
な
い
場
合
に
は
、
対
照

勘
定
を
月
い
ず
、
単
に
貸
借
対
照
表
の
脚
註
註
記
の
方
法
を
採
用
し
う
る
こ
と
と
し
、

い
わ
ゆ
る
「
重
要
性
の
原
則
」
の
適
用
存
関
す
る

一
事
例
を
示
し
て
い
る
。

(
取
扱
要
領
第
五
十
)

こ
の
場
合
を
対
照
勘
定
、
を
用
い
て
仕
訳
形
式
を
以
っ
て
示
せ
ば
、

(
例
)

他
人
よ
り
有
価
証
券
を
借
入
れ
、
こ
れ
を
営
業
保
証
金
の
代
用
と

L
て
差
入
れ
た
場
合

(
借
方
)

保
証
差
入
借
入
有
価
証
券

×
×
×
 

(
貸
方
)

借
入
有
価
証
券

×
×
×
 

も
し
、
貸
借
対
照
表
に
対
照
勘
定
を
用
い
ず
脚
註
註
記
を
し
た
場
合
の
一
例
を
示
せ
ば
、

(
脚
詮
)

首
業
保
証
金
×
×
×
の
代
用
と
し
て
借
入
有
価
証
券
×
×
×
が
差
入
れ
て
あ
る
。

け
だ
し
、
以
上
述
べ
た
よ
う
に

『
財
務
諸
表
規
則
及
取
扱
要
領
』

に
お
け
る
規
定
に
於
て
も
、

『
安
本
原
則
及
準
則
』

と
同
様
に
、

〈
有
価
証
券
の
貸
付
〉
に
つ
い
て
の
規
定
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

斡

『
業
種
別
規
則
・
準
則
』
に
お
け
る
規
定

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
時
中
(
第
二
次
世
界
大
戦
中
)
に
も
種
々
業
種
別
の
会
計
に
関
す
る
統
一
規
定
(
例
え
ば
、
業
種
別
原
価
計

算
準
則
そ
の
他
)
が
発
表
さ
れ
た
が
、
戦
後
前
述
せ
る
『
安
本
原
則
及
準
則
』
及
び
『
財
務
諸
表
規
則
及
規
制
取
扱
要
領
』
が
発
表
さ
れ

て
以
後
、
次
掲
の
よ
う
な
菜
種
別
の
規
則
・
準
則
が
制
定
さ
れ
た
。



八
'
有
価
証
券
の
貸
借

V
に
関
し
て
の
特
別
規
定
あ
り
ゃ
い
な
や
を
見
て
み
よ
う
。

八
水
墨
未
財
務
諸
表
準
則
〉
(
胡

tp一
主
ト
戸
時
弓
九
「
相
)
・
・
:
特
別
規
定
な
し
。

〈
地
方
鉄
道
会
計
規
則

V
へ
昭
和
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
運
輸
省
令
第
二
口
三
:
:
・
流
動
負
債
勘
定
中
、

/
改
正
昭
和
二
十
六
年
九
月
二
十
八
日
運
輸
省
令
第
八
九
号
」

保
証
有
価
証
券
の
規
定
の
み
あ
り
。

で
は
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
、

雑
短
期
負
賃
中
に
、

預
り

八
同

¥
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
九
日
運
輸
省
告
示
第
二
五
四
号
J

〈
造
船
業
財
務
諸
表
準
則

V
(最
終
改
正
昭
和
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
グ
第
四
二
四
口
乙

準
則
取
扱
要
領
〉
(
昭
和
二
十
七
年
九
月
一
日
船
監
第
三
五
九
号
Ji---
「
準
尉
」
に
は
特
別
規
定
な
き
も
、

F
E
寂
終
改
正
昭
和
二
十
九
年
十
月
六
日
h
q

第
三
八
一
口
之

-
流
動
負
債
の
規
定
中
、
「
二
十
九
、
預
り
有
価
証
券
又
は
借
入
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、

「
取
扱
要
領
」

第
二
節
・
負
債
・
第
一

対
照
勘
定
に
よ
っ
て

表
示
し
な
い
で
、
こ
れ
を
貸
借
対
照
表
の
脚
註
に
註
記
す
る
」
と
あ
る
。

八
電
気
事
業
会
計
規
則
〉
(
腕
，

d
Z堵
一
月
一
一
明
)
特
別
規
定
な
し
。

〈
ガ
ス
事
業
会
計
規
則
〉
へ
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
J
:
:
:
流
動
資
産
勘
定
中
、
そ
の
他
流
動
資
産
中
に
、

/
通
産
省
令
第
一
五
号
、

債
勘
定
中
、
そ
の
他
流
動
負
債
中
に
、
預
り
有
価
証
券
の
規
定
が
あ
る
。

リ
ヘ
昭
和
二
十
九
年
九
月
三
十
日
J

八
海
運
企
業
財
務
諸
表
準
良

V
F運
輸
省
告
示
第
四
一
三
口
乙
:
:
:
流
動
資
産
勘
定
中
、
そ
の
他
流
動
資
産
中
に
、
差
入
有
価
証
券
の
み

保
管
有
価
証
券
、
流
動
負

の
規
定
あ
り
。

『
業
種
別
規
則
・
準
則
』
に
お
け
る
八
有
価
証
券
貸
借
規
定

V
の
検
討
は
以
上
の
通
り
で
あ
り
、
規
定
条
項
は
あ
ま
り
な
く
、
特
に

『
貸
付
有
価
証
券
』
関
係
の
規
定
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
中
小
企
業
関
係
に
つ
い
て
の
、
八
中
小
会
社
経
営
簿
記
要
領

V
(棉
疋
ば
凶
作
刊
)
及
び
八
中
小
企
業
簿
記
要
領
V
(
雄謡

臨
時
一
誠
一
時
一
望
胎
)
に
発
表
さ
れ
た
両
規
定
中
に
も
、
「
有
価
証
券
の
貸
借
関
係
規
定
L

は
見
あ
た
ら
な
い
。

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
四
九



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

制

証
券
業
者
に
対
す
る
規
定

七
五

Q

最
後
に
、
証
券
業
者
に
対
す
る
会
計
規
定
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
現
在
証
券
業
者
は
『
証
券
取
引
法
の
証
券
並
木
者
に
関
す
る
省
A
九
日
正

(
註
ニ
)

び
『
証
券
取
引
法
取
扱
要
領
』
に
よ
っ
て
、
営
業
報
告
書
を
作
成
し
、
叉
平
素
会
計
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

(
註
一
〉

(
註
斗
〉

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
一
日
大
蔵
省
令
第
九
六
号
、
最
終
改
豆
山
昭
和
三
十
年
八
月
一
日
大
尉
省
令
第
四
四
号

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
七
日
蔵
理
第
二
四
三
五
八
号

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
規
定
を
一
べ
つ
す
る
に
、
さ
す
が
に
'
有
価
証
券
を
立
役
と
す
る
証
券
業
に
対
す
る
会
計
規
定
に
お
い
て
は
、
有

で
は
、

価
証
券
関
係
に
つ
い
て
相
当
詳
細
な
る
規
定
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
ず
始
め
に
、
前
記
省
令
(
様
式
第
四
号
・
営
業
報
告
書
(
二
)
)

の
科
目
を
抽
出
し
て
次
に
掲
示
し
て
み
る
と
、

表〕

J荒

自召

資産の部

動資産

商品有価証券
株券
国債証券
地方債証券
特殊債券
社債券
山資証券
外国証券
保管有価証券
短期差入保証金

代用有価証券
走資産

立す借〔貸

業保証金

代用有価証券
員信認金

営

|周

に
一
部
さ
れ
て
い
る
貸
借
対
照
表
の
う
ち
、
特
に
有
価
証
券
闘
係

メ"7'三C

代用有価証券
長期差入保証金

代用有価証券
資有価証券

負債の部

心
酔
旧
預
受
信

債

入有価証券
り有価証券
入保証金
用取引保証金

負流動

rSZ 

代凪有価証券
発行日取引保証金

代用有価証
り保証

代用有価証券

券
金預



で
は
、
次
に
こ
の
貸
借
対
照
表
中
の
有
価
証
券
関
係
の
勘
定
科
目
に
つ
い
て
、
前
記
『
取
扱
要
領
』
第
四
章
、
営
業
報
告
書
の
諦
間
宮
中

項
を
見
て
み
よ
う
。

「
投
資
有
価
証
券
」

投
資
有
価
証
券
と
は
、
投
資
の
意
思
を
も
っ
て
所
有
す
る
有
価
誼
券
及
び
関
係
会
社
株
式
(
関
係
会
社
株
式
と
は
、
子
会
社
の
株
式
、
資
本

又
は
取
引
等
の
関
係
上
持
ち
合
い
と
な
っ
て
い
る
株
式
、
そ
の
他
証
券
取
引
所
の
会
員
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
株
式
等
を
指
す
。
)

を
い
う
。
な
お
、
自
己
の
所
有
す
る
有
価
証
券
を
営
業
保
証
金
、
会
員
信
認
金
、
長
期
差
入
保
証
金
文
は
長
期
借
入
金
の
担
保
に
供
し

て
い
る
(
長
期
差
入
保
証
金
と
な
る
。
)
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
科
目
に
振
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
た
な
卸
に
際
し
て
は
、
先

入
先
山
凶
法
、
総
平
均
法
等
何
れ
の
方
法
に
よ
っ
て
帳
簿
価
額
を
算
出
し
て
も
差
し
支
え
な
い
Q

但
し
、
脚
註
に
そ
の
採
用
し
た
方
法
を

明
瞭
に
し
て
お
く
こ
と
。

「
保
管
有
価
証
券
」

「
負
債
の
部
」
の
「
借
入
有
価
証
券
」

「
預
り
有
価
証
券
」
及
び
「
受
入
保
証
金
代
用
有
価
証
券
」
(
信
用
取
引
保
証
金
代
用
有
価
証
券

を
集
計
記
載
す
る
と
と
。
但
し
、
上
一
記
の
有
価
証
券
の
う
ち
、
営
業

発
行
日
取
引
保
証
金
代
用
有
価
証
券
及
び
預
り
保
証
金
代
用
有
価
証
券
〉

保
証
金
、
会
員
信
認
金
、
長
期
差
入
保
証
金
に
代
用
証
券
と
し
て
充
て
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
該
科
目
に
振
替
記
載
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
価
格
は
帳
簿
価
額
を
も
っ
て
一
記
載
す
る
こ
と
。

「
借
入
有
価
-
証
券
」
と
「
預
り
有
価
証
券
」

「
借
入
有
価
証
券
」
は
、
消
費
貸
借
又
は
消
費
寄
託
に
よ
り
受
け
取
っ
た
有
価
証
券
を
い
い
、

「
預
h

リ
有
価
証
券
L

は
、
使
用
貸
借

賃
貸
借
又
は
寄
託
ハ
使
用
し
う
る
も
の
)
に
よ
り
受
け
取
っ
た
有
価
証
券
を
い
う
。

有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
ワ
い
て

七
五



有
価
証
券
貸
借
の
会
計
処
理
に
つ
い
て

七
五

な
お
、
顧
客
の
信
用
取
引
の
執
行
に
際
し
発
生
す
る
借
入
有
価
証
券
文
は
預
り
有
価
誼
券
は
計
上
し
な
い
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
迄
述
べ
て
き
た
諸
規
郎
・
諸
準
則
と
異
な
り
、
相
当
評
細
な
規
定
が
あ
る
。
ま
た
特
に
、
い
ま
迄
の
規
定
に
は
な

か
っ
た
八
消
費
貸
借
契
約
〉
で
受
取
っ
た
有
価
証
券
は
「
借
入
有
価
証
券
」
と
し
、
〈
使
用
貸
借
・
賃
貸
借
契
約

V
で
受
取
っ
た
有
価
証

「
有
価
証
券
」
と
し
て
処
理
す
る
と
厳
格
に
規
定
し
て
あ
る
の
は
、
特
殊
の
業
態
に
か
ん
が
み
て
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

券
は
、し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
又
前
述
せ
る
諸
規
則
・
諸
準
則
の
倒
に
も
あ
っ
た
が
、
同
じ
証
券
業
に
対
す
る
会
計
規
定
で
も
『
証
券
業
者
の

会
計
規
程
』
(
旧
証
券
取
引
委
員
会
規
則
に
よ
る
)
に
お
い
て
は
、
流
動
資
産
中
に
『
貸
付
有
価
罰
券
』
、
『
預
け
有
価
証
券
』
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
記
省
令
に
お
い
て
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
有
価
誼
券
借
入
及
び
預
り
関
係
の
み
の
勘
定
科

R
を
存
続
し
、

こ
れ

に
対
応
す
る
有
価
証
券
貸
付
及
び
預
け
関
係
の
勘
定
科
目
を
何
ぜ
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
『
証
券
業
会
計
』
に

つ
い
て
は
、

あ
ま
り
研
究
し
て
い
な
い
の
で
、
今
後
調
査
研
究
し
た
い
と
思
う
。

五

む

す

び

以
上
私
は
、
八
有
価
証
券
の
貸
借
関
係

V
に
つ
い
て
、
甚
だ
不
充
分
な
が
ら
一
般
的
会
計
処
理
法
及
び
諸
規
則
・
諸
準
則
に
お
け
る
諸

規
定
に
つ
き
、

い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
を
要
す
る
に
、
従
来
及
び
現
在
ま
で
制
定
さ
れ
た
諸
規
則
や
諾
準
則
等
に

お
い
て
は
、
八
有
価
証
券
の
貸
借
関
係
〉
に
つ
い
て
は
余
り
明
確
な
規
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
か
つ
叉
既
述
せ
る
諸
規
則
や

諸
準
則
の
中
に
は
、
特
に
八
有
価
証
券
の
貸
付
関
係
〉
の
規
定
を
欠
く
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
欠
く
理
由
が
既
述
せ
る
上
う

な
た
め
で
あ
ヮ
た
に
せ
よ
、
少
く
と
も
『
会
計
規
定
』
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
。

以
上
で
本
稿
を
終
る
が
、
不
充
分
、
不
明
確
な
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
研
究
調
査
を
続
け
た
い
と
思
う
。

(
一
九
五
九
・
二

五〉




